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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年10月21日(2010.10.21)

【公表番号】特表2010-502630(P2010-502630A)
【公表日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-004
【出願番号】特願2009-526805(P2009-526805)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  69/653    (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  20/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  69/653   　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０２　
   Ｃ０８Ｆ  20/24    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  67/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月16日(2010.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側鎖を含むモノマーから誘導されるフルオロケミカルであって、前記側鎖が、
　室温にて非結晶化性である、１個～６個の炭素原子を有するペルフルオロアルキル基、
及び
　１５個～５０個の炭素原子を有し、室温にて結晶化性である、ペルフルオロアルキル基
に結合した直鎖炭化水素スペーサー基を含む、フルオロケミカル。
【請求項２】
　モノマー主鎖部分に結合したペルフルオロアルキル側鎖を有する、少なくとも１種の反
復モノマー単位を含むフルオロケミカルであって、該側鎖が
　室温にて非結晶化性である、１個～６個の炭素原子を有するペルフルオロアルキル基、
及び
　ほぼ室温にて結晶化性である、１５個～５０個の炭素原子を有する、長鎖線状メチレン
スペーサー基を含み、
　前記モノマー主鎖部分が、（メタ）アクリレート及びウレタン前駆体からなる群から選
択されるモノマーから誘導される、フルオロケミカル。
【請求項３】
　式Ｒｆ－Ｑ－の側鎖を有するモノマーから誘導される、少なくとも１種の反復単位を有
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するフルオロケミカルであって、式中Ｒｆが、非結晶化性ペルフルオロアルキル基ＣｎＦ

２ｎ＋１（ｎは、１個～６個の炭素原子の範囲）であり、Ｑが、長鎖炭化水素メチレンス
ペーサー基－（ＣＨ２）ｍ－（ｍは、１５個～５０個の炭素原子の範囲）である、フルオ
ロケミカル。
【請求項４】
　式（Ｉ）の反復モノマー単位を含むフルオロケミカルであって、
　（Ｉ）　　Ｒｆ－Ｑ－Ｒ
　式中、
　Ｒｆが、非結晶化性ペルフルオロアルキル基ＣｎＦ２ｎ＋１（ｎは、１個～６個の炭素
原子の範囲）であり、
　Ｑが、長鎖炭化水素メチレンスペーサー基－（ＣＨ２）ｍ－（ｍは、１５個～５０個の
炭素原子の範囲）であり、
　Ｒが、（メタ）アクリレート基ＯＣ（Ｏ）－ＣＲ’＝ＣＨ２（式中、Ｒ’＝Ｈ又はＣＨ

３）、及びヒドロキシルと次式の多官能イソシアネートとの反応から誘導される基から選
択された基であり、
　Ｒ”－（ＮＣＯ）ｘ、
　式中、ｘが１、２、３、又は４であり、Ｒ”が脂肪族又は芳香族の炭化水素残基である
、前記フルオロケミカル。
【請求項５】
　請求項４のフルオロケミカルを液体キャリア内に含む、コーティング組成物。
【請求項６】
　液体キャリア及び式（Ｉ）の反復モノマー単位を含むフルオロケミカルを含むコーティ
ング組成物を基材に適用することを含む、基材の処理方法であって、
　（Ｉ）　　Ｒｆ－Ｑ－Ｒ
　式中、
　Ｒｆが、非結晶化性ペルフルオロアルキル基ＣｎＦ２ｎ＋１（ｎは、１個～６個の炭素
原子の範囲）であり、
　Ｑが、長鎖炭化水素メチレンスペーサー基－（ＣＨ２）ｍ－（ｍは、１５個～５０個の
炭素原子の範囲）であり、
　Ｒが、（メタ）アクリレート基ＯＣ（Ｏ）－ＣＲ’＝ＣＨ２（式中、Ｒ’＝Ｈ又はＣＨ

３）、及びヒドロキシルと次式の多官能イソシアネートとの反応から誘導される基から選
択される基であり、
　Ｒ”－（ＮＣＯ）ｘ、
　式中、ｘが１、２、３、又は４であり、Ｒ”が脂肪族又は芳香族の炭化水素残基である
、方法。
【請求項７】
　請求項４のフルオロケミカルを含む保護コーティングを上に有する、基材。
【請求項８】
　（ａ）式ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＨ２）ｐＯＨ（式中、ｐは１３～４８の範囲）を有するアル
コールを合成すること、
　（ｂ）ペルフルオロアルキルヨウ化物をアルコールと反応させて、ペルフルオロアルキ
ルヨウ化物で置換されたアルコールを形成すること、
　（ｃ）前記ヨウ化物を還元して、ペルフルオロアルキルで置換されたアルコールを形成
すること、及び
　（ｄ）前記のペルフルオロアルキルで置換されたアルコールを反応させて、ペルフルオ
ロアルキル（メタ）アクリレートを形成すること、を含む、フッ素化モノマーの製造方法
。
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